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In program comprehension, which もakes ぬelargest p町t of maintenance cost, idenもi五ers have a big role 
comprehension process. This paper proposes a 胞chnique 七o support n田ning a method in an object司oriented
by proposing candidates of the method n町田ー The candida古田町e generated based on the dictionary of 
relations proposed in our p田t work, and the source file which a developer is editing. E百ectivenessof the 
is evaluated by an experiment, which me喝sures 七he di証'erence of method naming beもween w抗hjwithout
e method. The resul七 ofthe experiment cannot con邑rma statistically sig凶五cant difference while the average 阻むio
もhe correct answer is improved by the technique. On 七heother hand，ぬe particip叩ts gave positive comment on 
approach andjor the c印刷前田 ofme出od n叩e
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以後. 2 節ではユーザにメソッド名を提示する手法を. 3 節
では実装したツールの機能と使い方色 4. 節では実激とその考








































ド名の候補リストの生成は，図 1 に示すように，さらに 4 つの
ステップから成る さらに細かな動作の遠いとして，メソッド
名候補の生成は，起動した時のソースコードの状態によって，
3 通りの異なる動作をする. 1 つ自はメソッドの返りイ直が替か
れていない場合であり. 2 つ日は返り値の裂として void が番
















検索は. DO もしくは IO に対して
で得た集合を割り当て，集合内の全ての名前で行う. DO 





(DO の検索条件). IO を検索した識別子の種類












ド名の生成方法は DO と 10 の検索条件に割り当てられて
表 1 返り値の型が void のときのメソッド名生成パターン
DO の検索条件 IO の検索条件 生成されるメソッド名
c1ass VO 
c1ass V十DOO
clas import class V+DO(IO) 
lmport class class V(DO) 
lmpQ同 class class V十DO(DO)
I import c1ass class V+畳eld(DO)
3 
いる.この生成パターンは辞書作成の抽出パターンを基に作成
した表 1 は，ユーザカ溶いた返り値の型が void の場合の伊jで


















@ 使用した 3 つ組がいくつのプロジェクトで使用されてい
るかイ直はプロジェクト数 (1 より)
@ メソッド名の生成が三つ組抽出パターンを復元するよう
に生成されているか.そうであれば 1. そうでなければ O. (2 
より)
@ メソッド名を生成する三つ組に基本型が使われているか
使用されていなければ 2. DO と IO のどちらかが基本型であ
れば 1. DO と IO の両方が基本型であれば O. (3 より)
@ 辞書中に存在する，生成メソッド名と同じ動詞の三つ組
数の逆激 (3 より)
• DO と IO のどちらか片方が完全一致したかどうか し
たなら L していないなら O. (4 より)
• DO と IO の両方が完全一致したかどうか.したなら L
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4. 1. 1 課題作成
被験者に解答してもらうメソッド名は，できるだけ豊富なも
のになるよう作成した.そこで. Database. GUI. Web Appliｭ

































用のソースコードを用いた これは約 400 のプロ








題数を 22 関と設定し，各問の制限時街は 3 分とした.
にツール有無で均等に人数を配分するため，


















各課題の制限時聞は 3 分とした. 3 分たった待点で解答が恩
ていればそれをすぐに記述して次の間題に，解答が思い
れば何も記述せずに次の問題に移ってもらった.











Ho と対立仮説 H， を以下に示す目
Ho : rツールがあるときのiE解率j と「ツールがな
対する回答を表 3 ，rメソッド名リストに解答で用いた名前が表
示されたか」という質問に対する回答を 4 に示す.
























きの正解率」に差はない， 表 3 7'ンケート項目「ツールで表示されたメソッド名か実際こそのヲ
H, : rツールがあるときの正解率j と「ツールがな ラスで使用されそうな名前だとj思ったかJ の結果
きの正解率」に差がある





























クラスで使用されそうな名前だとj思ったか」という質問に 表 5 アンケート項目「プログラムを惑いているときにこのツール在
使用したいと思ったかj の結果
表 2 ツールの有無それぞれのiE解数 選択肢 回答数
完全致 動詞致 とてもそう恩lう 1 
正解不正1解 正解不正解 そう思う 4 
ツールあり 2 86 16 72 どちらとも言えない 1 
ツールなし l 87 9 79 あまりそう息わない 1 
合計 3 139 25 151 全くそう恩わない 1 
5 一一


























た [4J. Shepherd らはソースコードから取り出した動詞と痘接
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